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卒業に必要な最低単位数 配当年次・授業科目名（単位数）
（★のついている科目は必修科目）

備考科目群
単位数

必修
★ 選択 １年次以上 ２年次以上

一
般
教
育
科
目

基礎教養科目 8

10
※ 1

法学⑵　経済学Ⅰ⑵　経済学Ⅱ⑵
社会学Ⅰ⑵　社会学Ⅱ⑵
心理学Ⅰ⑵　心理学Ⅱ⑵
科学概論⑵　ジェンダー論⑵　生命の科学⑵
健康の科学⑵　環境の科学⑵　音楽と文化⑵
美術と文化⑵　人間と思想⑵　数の世界⑵

外国語科目 2

★英語Ⅰ⑴　★英語Ⅱ⑴ 英語Ⅲ⑴　英語Ⅳ⑴
英語Ⅴ⑴　英語Ⅵ⑴　英語Ⅶ⑴　英語Ⅷ⑴ ドイツ語Ⅲ⑴　ドイツ語Ⅳ⑴　
ドイツ語Ⅰ⑴　ドイツ語Ⅱ⑴ フランス語Ⅲ⑴　フランス語Ⅳ⑴
フランス語Ⅰ⑴　フランス語Ⅱ⑴ ハングルⅢ⑴　ハングルⅣ⑴
ハングルⅠ⑴　ハングルⅡ⑴ 中国語Ⅲ⑴　中国語Ⅳ⑴
中国語Ⅰ⑴　中国語Ⅱ⑴

保健体育科目 スポーツⅠ⑴　スポーツⅡ⑴
キリスト教科目 4 ★キリスト教学Ⅰ⑵ ★キリスト教学Ⅱ⑵
一般教育科目計 14 単位

専
門
教
育
科
目

共通必修科目 20

★生活学基礎演習Ⅰ⑵ ★生活創造専門演習 (4)
★生活学基礎演習Ⅱ⑵ ★芸術文化創造論⑵
★基礎情報処理⑵ ★アセンブリⅡ⑵
★生活文化創造論⑵
★生活経済創造論⑵
★アセンブリⅠ⑵

選択科目 22

食生活と健康⑵　 社会調査法⑵
ファッション・アパレルビジネス⑵ エイジング論⑵　発達心理学⑵
生活福祉論⑵　家族文化論⑵ 生活心理学⑵　カウンセリング論⑵
現代子ども論⑵　社会心理学⑵ 生活心理学研究法⑵　流通マーケティング論⑵
生活支援実習⑵　現代社会と消費者問題⑵ 生活と金融保険⑵　
生活とサービス産業⑵　現代社会と企業⑵ 北海道の生活と経済⑵
ビジネスコンピューティング⑵ 応用ビジネスコンピューティング⑵
生活情報論⑵　応用情報処理⑵ 現代社会と法⑵　女性福祉論⑵　
Webパブリッシング⑵　マルチメディア⑵ 地域社会論⑵　アジア地域論⑵
住生活論⑵　住設計基礎実習⑵ 情報処理論⑵　情報収集と検索⑵
インテリアデザイン演習⑵ 応用マルチメディア⑵　パフォーマンス⑵
住宅空間設計演習⑵ 都市環境創造論⑵
生活創造と色彩⑵　基礎デッサン⑵ 住宅CAD設計Ⅰ⑵　住宅CAD設計Ⅱ⑵
グラフィックデザイン論⑵ 住設計応用演習Ⅰ⑵　住設計応用演習Ⅱ⑵
デジタルグラフィックス基礎⑵ カラープランニング⑵　写真表現⑵
海外の生活と文化⑵　簿記・会計⑵ グラフィックデザイン演習Ⅰ⑵
日本語表現法⑵　現代女性とキャリア⑵ グラフィックデザイン演習Ⅱ⑵
生活と資産⑵ セクレタリー実務⑵　現代文化論⑵

学科専門教育科目計 42 単位
北星学園大学等の修得科目※ 1

合計 66 単位
※ 1　北星学園大学やその他の協定校で修得した単位は，合計10単位まで卒業単位に算入できる。

生活創造学科　2022年度以降入学生

1 ．学科課程・履修の方法
　生活創造学科の卒業の認定を受けるためには，一般教育科目14単位，及び専門教育科目42単位
（共通必修科目20単位，選択科目22単位）を含み56単位以上を修得し，さらにその他の履修して
いない一般教育科目，専門教育科目並びに北星学園大学等で修得した科目（10単位まで）10単位
以上を含め66単位以上を修得すること。
1 ．一般教育科目
　以下の○1 ～○4 を合わせて14単位を修得しなければならない。
○1 　基礎教養科目
　 ８単位を修得しなければならない。

○2 　外国語科目
　外国語は必修であり，１年目において英語Ⅰ・Ⅱの ２科目 ２単位を修得しなければならない。

○3 　保健体育科目
　 ２単位を履修することができる。履修方法については，体育教員より別に指示がある。

　※将来編入学等により教育職員免許状の取得を希望する学生は履修することが望ましい。
○4 　キリスト教科目
　キリスト教学Ⅰ・Ⅱ（ ４単位）を必修とする。

2 ．学科専門教育科目
　○1 　共通必修科目
　生活学基礎演習Ⅰ，生活学基礎演習Ⅱ，生活創造専門演習，基礎情報処理，生活文化創造論，
生活経済創造論，芸術文化創造論，アセンブリⅠ・Ⅱの ９科目20単位を必修とする。

　○2 　選択科目
　22単位修得しなければならない。
　履修モデルに従って，履修することが望ましい。また生活創造専門演習を履修するための指
定科目があるので注意すること。

3 ．上記の一般教育科目及び専門教育科目を修得すると合計56単位となる。残りの不足単位は履修
していない一般教育科目および専門教育科目並びに単位互換協定に基づき北星学園大学等で修得
した科目から10単位履修する。以上で卒業認定に必要な最低単位66単位となる。しかし，向学の
意志を持ち，広い教養と専門知識を学ぶために進学したのであるから，70～80単位くらい履修す
ることをすすめる。
　※大学への編入学を考える場合は，一般教育科目（特に英語）をできるだけ多く履修しておく
ことが望ましい。

生活創造専門演習の選択について
　 1． １年次後期において，⑴住居・インテリアデザイン，⑵クリエイティブデザイン，⑶情報シ
ステム，⑷生活文化，⑸生活心理，⑹生活福祉，⑺経済・経営のうちどの履修モデルに沿って
履修するかを選択しなければならない。選択した履修モデルの生活創造専門演習のための基礎
固めとして，対応する生活学基礎演習Ⅱを １年次後期より履修することになる。

　 2．各履修モデルの定員はほぼ均等とし，人数調整は， １年次前期の生活学基礎演習Ⅰ，生活経
済創造論，アセンブリⅠの出席と学習態度および成績を主に考慮し，学科会議において決定する。

　 3． ２年次開講の生活創造専門演習の選択は，原則として １年次後期に決定した履修モデルに従
うものとする。

　学科課程と，各科目群に配当されている授業科目と単位数を右の表にまとめているので参照す
ること。なお，時間割作成に必要な時間割・シラバス等の情報はポータルサイトで確認すること。

2 ．スクリーニング
　 １年次終了までに次の条件を満たしていないときは， ２年次の必修科目である「生活創造専門演
習」の履修ができない。
　次の⑴，⑵，⑶，⑷のうち ３項目以上かつ総単位数で20単位以上修得していること。
　⑴　生活学基礎演習Ⅰ　 2単位
　⑵　生活学基礎演習Ⅱ　 2単位
　⑶　基 礎 情 報 処 理　 2単位
　⑷　英語Ⅰ・Ⅱの 2科目 2単位

26




